
和歌山県立

串本古座高等学校

令和２年１月号

１月１５日（水）、大学入試センター試験を受験する生徒

の壮行会を行いました。今年度、本校からは７名の生徒が受

験します。校長先生のお話しの後、教頭先生をはじめ、進路

指導部や各教科担当の先生方からも激励の言葉を贈りました

。生徒たちは、「みんなでがんばってきますので、応援よろ

しくお願いします。」と力強く話してくれました。

センター試験の次は二次試験が控えています。最後まで粘

り強く頑張り、志望校合格を勝ち取ってほしいものです。

１月１１日（土）に第４回、そして１８日（土）に最終の

第５回マナビィスト支援セミナーが本校で行われました。人

口減少が進む地域の現状と未来を語り合い、解決の糸口を探

ってきた研究をどうまとめるか、報告や発表会をどのように

行うか、各グループとも熱心に話し合われました。中には、

発表会までにもう少し集まって取り組もうと自主ゼミを企画

するグループも現れました。

２月１５日（土）午後１時から本校で研究成果発表会を行

いますので、是非ご来場下さい。

１月２１日（火）、日本学生支援機構のスカラシップアド

バイザーを招き、２年生保護者対象の奨学金等進学資金ガイ

ダンスを開きました。２年生保護者の半数以上が参加され、

熱心に講師の話に耳を傾けていました。

ガイダンスでは進学にかかる費用について、入学前にかか

る費用・入学後にかかる費用、学生生活をおくるために必要

な費用など詳しく説明していただきました。続いて、奨学金

制度の手続きや活用方法について説明が行われ、奨学金を利

用する場合のポイントを教えていただきました。最後に社会

人になってからの将来生活設計について解説していただきま

した。

様々な奨学金制度が新設され給付型の奨学金も増えてきて

いますので、しっかり研究していきたいと考えています。

１月２５日（土）の午前中、本年度最後の３年生「介護福

祉基礎」の授業、午後から介護職員初任者研修資格の検定試

験があり、受講していた１１名全員が合格し資格を取得しま

した。検定試験後の修了式では、にしき園の施設長さんが県

知事からの修了証を一人一人に手渡してくれました。また、

式辞では「介護の仕事はその人の、人生の最後の３年間・５

年間に関われる大切な仕事。とてもやりがいのある仕事。」

であることや「2025年問題。団塊の世代が全て７５才以上に
なり、介護の仕事を支える人材が必要になってくる。」こと

などが話されました。取得した資格は全国共通、資格を持っ

て働くことができます。福祉の仕事をする人もそうでない人

も大きな宝となりました。

１月２８日（木）、新宮保健所串本支所の方を招き３年生

で薬物乱用防止教室が行われました。最近では芸能人の事件

が話題になったり、危険ドラッグ使用の低年齢化が問題にな

っています。また、市販薬であっても使用法を守らないと薬

物乱用になり、命を落とす危険性があります。薬物乱用には

絶対関わらない行動がとれるよう、正しい知識と勇気を身に

つけましょう。

Facebook(@kushimotokozahighschool)もご覧下さい

検定試験の様子 修了式


